
４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
April May June July August September October November December January February March

職業的体験プログラムへの参加 進路探究に関係する課題への取り組み 実力テスト（模擬試験）での自分の学力到達度の確認

高１

希望進路の実現に向けて（自分の適性を知り、できることを増やす高１）

中学校内容の不明点・わからないものを徹底的に潰す！！
英単語・漢字など暗記物は時間を見つけて頻繁に見る！
授業は予習とともに復習をさらに大事にすべき。
理解したら間を空けずに演習する（宿題・課題に取り組む）。

高校生としての学習スタイル、部活動や課外活動との付

き合い方をここでしっかりと確立する

時間の管理！ オン・オフの切り替えを！

「自分の興味・関心って何だろう？」
「 やりたいこと と”やっていけること”をどう考えている？」
「世の中の大人がどんな生き方（キャリア）をしているのか？」

「自分の適性は文系？理系？」
「進もうとしている方向は文理どちらか？」
「その分野で特に必要となる教養は何なのか？」

継続していくためのアドバイス

★小さな目標を立てていく
【例】・小テストの高得点！

・英検の級を取得する！
・プレゼンテーションで最高評価を得る！

★短時間であっても何かしら学習に取り組む

★学習方法がわからなければ、先生に相談！！



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
April May June July August September October November December January February March

職業的体験プログラムへの参加 進路探究に関係する課題への取り組み 実力テスト（模擬試験）での自分の学力到達度の確認

全国判定模試を活用し、自身の実力の現状と立ち位置を知る

高校２年生の１月～３月　＝　"高校３年生０学期"

自分の進路実現のため、きちんと下調べや助走をしていかなければならない時期である！
受験に必要な科目をこの時点で把握しており基礎内容の復習に取り組んでいなければ出遅れていると考えよ！
併せて、①自分のここまでの評定平均 ②全国判定模試の結果 をきちんと把握しておくこと！

希望進路の実現に向けて（自分の興味・関心を広げ、選択肢を持つために精力的に動く高２）

高２

高１内容の不明点・わからないものを徹底的に潰す！！
英単語・漢字など暗記物は時間を見つけて頻繁に見る！（量を稼ぐ）
忙しいからこそ授業は集中！その時間内でどこまでやれたのかも重視！！
理解したら間を空けずに演習する（宿題・課題に取り組む）。

高校生活の中でも、学習以外で部活動や課外活動でも忙

しくなる時期である

時間を作ってでもやるべきことをやる！ 今

「自分の興味・関心をさらに掘り下げて考えてみよう」
「一見同じような分野でも、何がどう違うのか探究しよう」
「自分の望む方向に進むために、どんな環境が次にあるのか？」

「自分の将来を考えた上で、最適な環境は？」
「その環境に進むにあたって、どんな関門を突破する必要がある？」
「今の自分の学習との向き合い方で、何ができていて何が足らないのか把握している？」

継続していくためのアドバイス

★小さな目標を立てていく
【例】・小テストの高得点！

・英検の級を取得する！
・プレゼンテーションで最高評価を得る！

★短時間であっても何かしら学習に取り組む

★学習方法がわからなければ、先生に相談！！



４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月
April May June July August September October November December January February March

※ 受験生の心得
＜総合型選抜受験者＞
・５～６月には、受験予定の学校について一通りの下調べができている必要がある。
・「自分が何のために、どうなりたくてその道に進もうと考えるのか」「その学校が特別な理由は何か」

 「自分はその学校が求める学生像にどう適しているのか」夏休み前半までには理路整然と言語化できる必要がある。

・選考で求められる内容（面接・小論文・プレゼンテーション等）について、夏休み半ばからは練習を開始すべきである。

・合格保証はない。一般選抜受験者と同じ強度で受験勉強に向き合うべし！

<学校推薦型選抜受験者>
・評定平均の維持（向上）に１年間通して努めること。
・学校長の推薦があっての出願である。素行不良者は推薦候補者になれない。
・指定校推薦については、その学校が第１志望の者に限り、推薦候補者となり得る。
 （第１志望の理由や将来のビジョンを理路整然と言語化できることが大前提である）
・推薦枠に対して出願希望者が超過した場合、競合して候補者になれないことがある。
 一般選抜受験者と同じ強度で受験勉強をしていく覚悟を持ちなさい。

<一般選抜受験者>
・上半期はとにかく基礎力向上！英語・国語・数学について、知識不足を補い、演習量を稼ぎ、課題を見つけて指導をいただくこと！
・全国規模の判定が出る模試を積極的に受験し、長時間の戦いに慣れ、自分の客観的な学力を把握すること！
 受験した模試は必ず解き直し、弱点を把握し、克服のために普段のルーティンを再考すること。
・夏休み期間はこれまでの人生でもない程に最大火力を出して演習に励むべし。
 英語は長文読解（& 速読練習）、国語は現代文（評論）の読解練習と古典教養・文法の復習
 数学は計算を含めた演習と解き直しによる思考法の定着が大事である。
・各大学の過去問演習に、遅くとも10月からは着手するために下半期からは演習中心に！
・大学入学共通テストの対策は別立てできちんとやる必要がある。遅くとも11月からは共通テストの過去問にも着手する。
・直前期は知識科目の追い込み、コンディション調整を意識する。ベストな状態で本番に向かうことが大事！！

希望進路の実現に向けて（目標を明確にし、第１志望を実現させる高３）

高３
受験科目の不明点・わからないものを徹底的に潰す！！
英単語・漢字など暗記物は時間を見つけて頻繁に見る！（量を稼ぐ）
忙しいからこそ授業は集中！その時間内でどこまでやれたのかも重視！！
理解したら間を空けずに演習する（宿題・課題に取り組む）。
長い受験生生活になる。「机に向かい、一定時間集中して最後までやり切る」習慣をつけよ。

まず「取り組む」こと。間に合わなくなって泣き言を

言ってもどうにもならない！モチベーションは動いて

生まれるものである。

実力がつけば自信が生まれる！最初から捨てるな！

「受験する可能性のある学校について特徴を調べておこう」
「受験科目で、基礎力に不安があるものをどのように改善していくのか？」
「まず何から取り組んで、どう考えて動くのか、そして誰に相談するか」

「自分の将来を考えた上で、最適な環境は？」
「その環境に進むにあたって、どんな関門を突破する必要がある？」
「今の自分の学習との向き合い方で、何ができていて何が足らないのか把握している？」

大学受験（一般選抜）本番の時期！！

この一発勝負に向けて今まで積み上げてきている。

一般選抜受験者がここまで走り切るためには普段の授業での緊張感、

早期内定者の頑張りも不可欠である。

"チーム紅葉川"で挑むことが大事！！


